
茨城県下に於ける豚の日本脳炎
第K報　屠殺豚の血清中和抗体　（1955年）
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KOJI　TAMASAI〈1，　ATSUSHI　KAWAKUBO　and　TADAO　KUM

　1　ま　え　が　き

　われおれは1953年5月より　1954年9月の聞ラ茨城県土

浦市屠場に於て屠殺された健康豚血満の日本脳炎ウイル

スに対する1血溝中和抗体の有無を検査し，越聾しない豚

の血縁申和抗体は7月の時期迄は殆んと陰性であるが，

8月に於て陽性化するとと及び所謂母子免疫期間は生後

2ケ月迄（生後3ケ月以上の豚の実験成績を持たなかっ

た）は継続したとの要旨を第1報（茨城大学農学部学術

報告第2号）に於て報告した。之に引続き1954年11月よ

り1955年9月迄の聞，食肉用屠殺健康豚及び健康仔豚

（同一掴体の生後1ケ月より7ケ月迄の間）i血清の日本

脳炎ウイルスに吟ずる血溝中和抗体の有無を検査したの

で，ここにその成績を報告する。

第1表　　　中和試験成績
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　II試験材料及び試験方法

　1　供試i血塊：主として食肉用屠殺豚血清であり，一

部は仔豚の1遠薦である。禽分離賃薦は実験に供される迄

は一・一　200C以下に凍結保存された。

　（イ）　ig54年H月より1955年9月の聞，茨城県土浦市

外阿見町屠場（土浦市屠場及び阿見町屠場の屠殺豚の集

荷地域は同様である）屠殺健康豚65頭より可及的に無墓1

的に採益しした。’

（の仔豚5頭は同腹の仔豚で生後1ケ月より生後7

ケ月迄の闘，継繍勺｝ζ各個体から毎月探血した。術生後

5ケ月迄は頸静脈より，生後6ケ月及び生後7ケ月は耳

静脈より採i血した。

　2　供試ウイルス，供試マウス及び中和抗体の測定法

（中和試験）等：第1報に同じである。

　∬1　試験成績並に考察

　供試1血濡95例（屠殺豚65例及び仔豚5頭延30例）全例

の試験成績は第1表に示ず通りである．第1表よh仔豚

5頭延30例を取り除いた屠殺豚のみの血満中和抗体の発

現状況を生年月と採血月との関係及び生後月数と探血月
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との関係iこ於て観察した成績．は夫々第2表及び第3表に

示す通りである。

　Dig55年の感染（第2表参照）；19541，年8月以前生

れの豚撫清は殆すど陽｝生であった。9月以降生れの豚」蚕

濡は7月潅は殆んど陰性又は疑似であったが）8月以降

に於て際ξ／記した。従って1955年に点てもig54年と溝誉

に8月以前にズく疾病の感染が始まったL｝）のと考えられ

る。

　2）生後月数と探慮月との関係（第3表参照）：1955

年2月以前（玉954年玉玉月よわ1955年2月迄）に探．ilkした

ものは！1三後月数にかかわらず殆んど陽性であり3～5月両

鐙のものは陰陽区々、7月撮蹟しのものはすべて陰1生ラ8

月9月探蹟しのものは生後月数に．かかおらず全例陽性であ

る．2月以前及び8月以降陽性を示すのは越夏の結果で

あると思われる。
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第2表　生年月と採漁月との関係 第4表　仔豚の隼後月数と1血清中和抗体との関係
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第3表　生後月数と探撫・年月との関係

（2）

1954年10月7日生オしの仔豚にして第1表血清

No．　A，　B，C，D及びE豚である。

1954年の成績を参考のため記すれば岡腹豚3

頭の例（1bX　1圏採血のみ）生後1日陽性1

週後2ケ月陽性1，疑似1
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3）母子免疫：1954年10月生れの仔豚5頭を毎月（11

月及び5月は：全例の撫血は不能であったが）継続的に採

」litしたものの成績は第4表に示す通りである。生後1ケ

月から4ケ月迄は全例陽匪である。生後5ケ月，6ケiil

のものでは陽生又は疑似であ蛎7ケ月で全例陰1生とな

って居る。これ等より考え，揖豚より仔豚に抗体の移行

即ち母子免疫は少くも4ケ月は続き，7ケ月は続かない

のではないかと思おれる。但し1954年の検索例（2月生

れ）では第1報に報告した如く2ケ月にて疑似になった

・5のがあったことを附記する。

　w　総　　　猛

　茨城県下に於ける豚の日本脳炎感染を研究ずる一手段

として第：更報に引続き1954年ll　Hより1955年9月の間，

茨城県阿見屠場に於て屠殺される健康豚65例並に嗣一仔

豚5頭を生後1ケ月より7ケ月迄継続的に延30例合計95

例探睡し痴清中の際本｝1函炎ウイルスに対する申和抗体の

有無を検査し次のやうな成績を得た。

　り　豚」血満の中和抗体は1955年には7月迄は殆んど陰

性で，8月以降陽生となったことカ・ら豚の日本脳炎感染

は8月以前に始まったと考えるQ

　2）　中和抗体が母子から仔豚に移行する所謂の母子免

疫は生後7ケ月間は続かないもののやうである。

　終りに臨み本研究に終始御協力を賜わった日本生物科
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学研究所中村所長並に高松部長に対し深尽なる謝意を表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SRmpsary

P・・ceedi・g　with・u・厄 o・e・i・昼…p・・いve　ex・min・d　m・醐y　th・n・“t・ali・i・g　an曲・di…f

Japanese　B　Encephalitis　Virus　of　sweiRe　which　were　s｝attghtered　ln　the　Ami　Slaughtered－House

in　lbaraki　Prefecture，　for　the　period　from　NTgvember　1954　to　September　1955，　obtainig　the

following　resu｝ts．

　　1）　Occuvance　o£　antibodies　in　｝955：　The　resuit　｝’｝ad　been　negative　untM　jully　but　ch－

anged　to　positlve　in　August．

　　2）　BascCl　upon　the　above　clescreibed　yesult，　we　suppose　that　the　infcction　occured　befo｝’e

Augst．

　　3）　We　observed　that　the　mother－and－child　immunity－phenomenon　had　not　continued　for

7　months　in　this　reserch．
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